
 
 

  

 

12月 3日 13:50   青山学院大学緑ヶ丘グラウンド 
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国士大  

  （２－１） 

 

   

 

駒大 
(12位)  (11位) 

青学 

得点者（ｱｼｽﾄ） 

［駒］18 分山崎(砂川)            [青]10 分 西田(木澤) 

［駒］51 分林堂                [青]58 分 関(金) 

                          [青]90+3 分 山崎(木澤) 

 

 

                      

                                  

 

２ ３ 

A O Y A M A G A K U I N  

GK①田端信成(4) 

DF⑮藪 裕史(3) 

DF④樋口 大(4) 

DF⑥阿部 悠紀(4) 

DF⑳金 大樹(4) 

MF⑤ 白井 悠太(3) 

(86 分⑲山﨑 文人(3)) 

MF⑧木澤 純平(4) 

MF⑩関 隼平(4) 

MF⑨忰山 翔(1) 

FW⑬武富 尚紀 (3) 

(90 分⑦木下 智之(4)) 

FW⑱西田 直斗 (3) 

(73 分⑪新 裕太朗(4)) 

S U B 

GK⑫若尾 直道 (3) 

DF㉒早田 廉 (2) 

MF⑯ 高久 朊輝(4) 

MF㉘ 横内 宏治(1) 

M A N A G E R 

宮崎純一 

 

 

KOMAZAWA 

GK㉑大石健太(2) 

DF②砂川太志(4) 

DF③三宅 徹(4) 

(86 分⑳江川昇吾(4)) 

DF④林堂 眞(4) 

DF⑥濱田 宙(4) 

MF⑤山崎絋吉(4) 

MF⑦碓井鉄平(2) 

MF⑧奥村 情(3) 

MF⑪湯澤洋介(3) 

FW⑨肝付将臣 (4) 

(69 分㉟磯部裕基(1)) 

FW⑩大園祥太 (4) 

(77 分⑫山本大貴(2)) 

S U B 

GK㊱松浦和巳 (4) 

DF㉟友廣壮希(2) 

MF㉝板倉直紀 (1) 

FW⑭末吉達也(4) 

M A N A G E R 

秋田浩一 

 

 

 

 

 

 

 

[シュート]１１:１２ [GK]７:１４ ［CK］９:２ [直接 FK]１７:1７ 

[間接 FK]２:１  [オフサイド]３：２ ［ＰＫ］１：０  [主審]細尾 基 [観衆]約 250人 

 

[間接 FK]2:3 [主審]藤原 暢央  [観衆]480人 

警告(C)／退場(S) 

[駒]38 分肝付将臣（C）      ［青］31 分木澤純平（C） 

[駒]62 分山崎絋吉（C）      ［青］88 分新 裕太郎（C） 

［駒］82 分奥村情（C）            

 

※データの左側が駒大   [国] 90+6 分 岩崎晃世(C) 

最終節、黒星で幕を閉じる 

 

「降格は決まってたんですけど、

４年生として最後の試合だったの

でなにがなんでも絶対に勝ちたい

と思っていた」(大園)。来季から

同じく２部で戦う青山学院も同じ

気持ちだった。 

 開始 10分、青学大が駒大ゴール

ネットを揺らし先制点を奪う。続

く 16分、なんとか 1点を取り返し

たい駒大はコーナーキックのチャ

ンスを迎えるが、合わせることが

出来ず。こぼれ球から林堂がパス

を出すもこれも合わせきれず得点

にはならない。ピッチコンディシ

ョンが良くない状態のまま奮闘す

る駒大だが、流れをものにするこ

とができないまま時間だけが過ぎ

た。4年生が意地を見せたのは 18

分、コーナーから山崎が飛び込み

頭に合わせ待望の同点弾。「嬉し

かった。けどまだ同点だったので、

気持ちを切り替えるようにした」

(山崎)と、今季なかなか手にする

ことができなかった 1点にチーム

が沸いた。 

 試合は後半に突入し、ペネルテ

ィエリア内で湯澤が倒されると PK

を獲得。逆転への絶好のチャンス

で、キッカーは林堂主将。ブレな

い落ち着いたシュートを放つと、

まっすぐに青学大ゴールに突き刺

さった。 

逆転に成功した駒大だが、わずか 7

分後またしても駒大ＤＦの隙を突か

れ青学大に同点ゴールを捧げる。そ

の後も同点のまま攻防戦が繰り広げ

られるが、互いに得点を奪えないま

まロスタイムの 3 分を迎える。最終

節こそ白星を挙げたい駒大だった

が、試合終了間際に左サイドを崩さ

れ決勝点を献上。ここで駒大の弱さ

が出てしまった。「今年の失点はほぼ

あの時間帯で」と砂川が話すように、

今シーズンはロスタイムでの失点が

目立ち、詰めが甘い駒大の一年を象

徴する試合となった。 

 極わずかな残りの時間も、必死に

追加点を挙げようと果敢に攻める駒

大。しかし、試合終了のホイッスル

と共に選手は崩れ落ちていった。「も

う少し熱くやってほしかった。最終

的には色んな面で弱かった」(秋田監

督)と名将の顔に悔しさが滲んだ。 

今季渇望していた得点を取ることが

できたにも関わらず、「最後粘れなか

ったというところが今年を象徴して

いる」(秋田監督)と、最後の最後で

弱さを見せてしまった今季最終節。  

だが、まだまだ駒大サッカー部は終

わっていない。「1年での復帰を目指

す。全国大会も狙う」(秋田監督)と

試合後に語るように、すでに次節へ

の準備は始まっている。4 年生が期

待を込めた後輩に今年の雪辱を晴ら

してもらいたい。 

           (射手真矢) 

                     

ＪＲ東日本カップ 2011 第 85回関東大学サッカーリーグ戦(後期) 1部リーグ第２１節 

（１－１） 

（１－２） 

ＪＲ東日本カップ 2011 第 85回関東大学サッカーリーグ戦(後期) 1部リーグ第 22節(最終節) 

有終の美を飾れず、肩を落とす

イレブン（撮影：佐藤 亮） 


